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人
が
何
か
を
伝
え
る
た
め
に
言
葉
は
と
て
も
便
利
で
す
。
歌
の
歌
詞
も
心
に
響
く
言
葉
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。 

今
日
は
、
中
学
で
学
習
す
る
言
葉
の
初
歩
「

言
葉
の
単
位
」
か
ら
。 

長
さ
に
「
ミ
リ
」「
セ
ン
チ
」「
メ
ー
ト
ル
」
と
単
位
が
あ
る
よ
う
に
、
言
葉
に
も
単
位
が
あ
り
ま
す
。 

 

大
き
い
順
に 

 

小
説
や
講
演
会
で
の
話
全
体
、
詩
全
体
な
ど
。 

 
 

「
文
章
」
の
中
の
大
き
な
内
容
の
ま
と
ま
り
。 

「
形
式
○
○
」
の
よ
う
に
説
明
文
を
読
む
と
き
に
一
文
字
下
が
っ
て
い
る
部
分
を
見

つ
け
て
番
号
を
ふ
り
ま
す
ね
。 

 

一
つ
の
完
結
し
た
内
容
を
表
す
言
葉
。 

句
点
（
。）
の
後
ろ
か
ら
句
点
（
。）
ま
で
の
こ
と
。 

  
 

 
 

 
 

 
(

例)

私
は
昨
日
三
キ
ロ
走
っ
た
。 

今
日
は
四
キ
ロ
が
ん
ば
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
部
分
を
指
し
ま
す
。
こ
の
場
合
は
二
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

「
文
」
を
か
ろ
う
じ
て
意
味
が
分
か
る
よ
う
に
区
切
っ
た
言
葉
。 

 
 

 
 

 
 

 

文
法
の
授
業
で
は
、「
文
」
を
「
ね
」
や
「
さ
」
で
区
切
っ
て
み
よ
う
。
と
言
っ
て

区
切
り
方
を
習
い
ま
す
。 

   
 

 
 

 
 

 
(

例)

私
は
／ 

昨
日
／ 

三
キ
ロ
／ 

走
っ
た
／
。 

    

「
文
節
」
を
さ
ら
に
細
か
く
分
け
た
言
葉
の
最
小
単
位
。 

 
 

 
 

 
 

 

英
語
も
こ
れ
を
た
く
さ
ん
覚
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。 

  
 

 
 

 
 

 
(

例) 

私 

／ 

は 

／  

昨
日 

／  

三
キ
ロ 

／ 

走
っ 

／ 

た 

／
。 

   
 

今
日
は
こ
れ
を
し
っ
か
り
覚
え
よ
う
。
特
に
文
節
と
単
語
は
こ
れ
か
ら
よ
く
出
て
き
ま
す
！ 

言
葉
の
単
位
を
考
え
よ
う 

 

プ
リ
ン
ト
① 

年 
 

組 
 

 

番 

名
前
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 
 

ね 

ね 

ね 

「
私
は
」
は
、 

意
味
が
分
か
る
。 

「
昨
日
」
も 

意
味
が
分
か
る
。 

「
三
キ
ロ
」
も 

意
味
が
分
か
る
。 

「
走
っ
た
」
も 

意
味
が
分
か
る
。 

「
私
は
」
は
、「
私
」
と
「
は
」

に
分
け
ら
れ
る
。 

「
昨
日
」
は
こ
れ 

以
上
分
け
ら
れ
な
い
。 

「
三
キ
ロ
」
も
こ
れ 

以
上
分
け
ら
れ
な
い
。 

「
走
っ
た
」
は
「
走
る
」
と 

「
た（
過
去
）」
に
分
け
ら
れ
る
。 

大 小 
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そ
れ
で
は
実
戦
練
習
！ 

 

１ 

次
の
文
を
文
節
に
分
け
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

① 

友

だ

ち

が 

笑

う

。 

② 

鶏

が 

卵

を 

産

む

。 

③ 

高

校

を 

見

に 

行

く

。 

④ 

今

日

は 

三

キ

ロ 

走

っ

た

。 

⑤ 

将

来

の

こ

と

を

考

え

る

。 

⑥ 

宇

宙

人

に

会

う

。 

⑦ 

記

念

に

宇

宙

人

と

写

真

を

撮

る

。 

⑧ 

体

育

の

授

業

で

校

庭

を

走

る

。 

⑨ 

浦

和

ま

で

歩

い

て

迷

子

に

な

る

。 

⑩ 

ア

メ

リ

カ

ま

で

海

を

泳

ぐ

。 

  

２ 

次
の
文
を
単
語
に
分
け
ま
し
ょ
う
。 

 

① 

友

だ

ち 

が 

笑

う

。 

② 

鶏 

が 

卵 

を 

産

む

。 

③ 

ご

は

ん 

を 

食

べ

る

。 

④ 

夜 

は 

九

時 

に 

寝

る

。 

⑤ 

友

だ

ち

と

ト

ラ

ン

プ

を

す

る

。 

⑥ 

家

で

一

日

中

ダ

ン

ス

を

踊

る

。 

⑦ 

洋

服

を

た

ん

す

に

し

ま

う

。 

⑧ 

毎

日

一

冊

本

を

読

む

。 

⑨ 

料

理

の

仕

方

を

覚

え

る

。 

⑩ 

い

が

ま

ん

じ

ゅ

う

を

作

る

。 

言
葉
の
単
位
を
考
え
よ
う 

 

プ
リ
ン
ト
①
‐
２ 

 

年
（ 

）
組
（ 

）
番 

名
前
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 
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人
が
何
か
を
伝
え
る
た
め
に
言
葉
は
と
て
も
便
利
で
す
。
歌
の
歌
詞
も
心
に
響
く
言
葉
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。 

今
日
は
、
中
学
で
学
習
す
る
言
葉
の
初
歩
「

言
葉
の
単
位
」
か
ら
。 

長
さ
に
「
ミ
リ
」「
セ
ン
チ
」「
メ
ー
ト
ル
」
と
単
位
が
あ
る
よ
う
に
、
言
葉
に
も
単
位
が
あ
り
ま
す
。 

 

大
き
い
順
に 

 

小
説
や
講
演
会
で
の
話
全
体
、
詩
全
体
な
ど
。 

 
 

「
文
章
」
の
中
の
大
き
な
内
容
の
ま
と
ま
り
。 

「
形
式
○
○
」
の
よ
う
に
説
明
文
を
読
む
と
き
に
一
文
字
下
が
っ
て
い
る
部
分
を
見

つ
け 

て
番
号
を
ふ
り
ま
す
ね
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一
つ
の
完
結
し
た
内
容
を
表
す
言
葉
。 

句
点
（
。）
の
後
ろ
か
ら
句
点
（
。）
ま
で
の
こ
と
。 
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私
は
昨
日
三
キ
ロ
走
っ
た
。 

今
日
は
四
キ
ロ
が
ん
ば
ろ
う
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の
部
分
を
指
し
ま
す
。
こ
の
場
合
は
二
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
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「
文
」
を
か
ろ
う
じ
て
意
味
が
分
か
る
よ
う
に
区
切
っ
た
言
葉
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文
法
の
授
業
で
は
、「
文
」
を
「
ね
」
や
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さ
」
で
区
切
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み
よ
う
。
と
言
っ
て

区
切
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方
を
習
い
ま
す
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(
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昨
日
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キ
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文
節
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を
さ
ら
に
細
か
く
分
け
た
言
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の
最
小
単
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も
こ
れ
を
た
く
さ
ん
覚
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
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(

例) 
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／ 
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昨
日 

／  

三
キ
ロ 
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走
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／ 
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／
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今
日
は
こ
れ
を
し
っ
か
り
覚
え
よ
う
。
特
に
文
節
と
単
語
は
こ
れ
か
ら
よ
く
出
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文
章 

ね 

ね 

ね 

「
私
は
」
は
、 

意
味
が
分
か
る
。 

「
昨
日
」
も 

意
味
が
分
か
る
。 

「
三
キ
ロ
」
も 

意
味
が
分
か
る
。 

「
走
っ
た
」
も 

意
味
が
分
か
る
。 

「
私
は
」
は
、「
私
」
と
「
は
」

に
分
け
ら
れ
る
。 

「
昨
日
」
は
こ
れ 

以
上
分
け
ら
れ
な
い
。 

「
三
キ
ロ
」
も
こ
れ 

以
上
分
け
ら
れ
な
い
。 

「
走
っ
た
」
は
「
走
る
」
と 

「
た（
過
去
）」
に
分
け
ら
れ
る
。 

大 小 

文 

段
落 

単
語 

文
節 
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そ
れ
で
は
実
戦
練
習
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１ 

次
の
文
を
文
節
に
分
け
て
み
ま
し
ょ
う
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① 

友
だ
ち
が
／ 

笑
う
。 

② 

鶏
が
／ 

卵
を
／ 

産
む
。 

③ 

高
校
を
／ 

見
に
／ 

行
く
。 
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今
日
は
／ 

三
キ
ロ
／ 

走
っ
た
。 

⑤ 

将
来
の
／
こ
と
を
／
考
え
る
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⑥ 

宇
宙
人
に
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会
う
。 

⑦ 

記
念
に
／
宇
宙
人
と
／
写
真
を
／
撮
る
。 

⑧ 

体
育
の
／
授
業
で
／
校
庭
を
／
走
る
。 

⑨ 

浦
和
ま
で
／
歩
い
て
／
迷
子
に
／
な
る
。 

⑩ 

ア
メ
リ
カ
ま
で
／
海
を
／
泳
ぐ
。 

  

２ 

次
の
文
を
単
語
に
分
け
ま
し
ょ
う
。 

 

① 

友
だ
ち
／ 

が
／ 

笑
う
。 

② 

鶏
／ 

が
／ 

卵 

／
を
／ 

産
む
。 

③ 

ご
は
ん
／ 

を
／ 

食
べ
る
。 

④ 

夜
／ 

は
／ 

九
時
／ 

に
／ 

寝
る
。 

⑤ 

友
だ
ち
／
と
／
ト
ラ
ン
プ
／
を
／
す
る
。 

⑥ 

家
／
で
／
一
日
中
／
ダ
ン
ス
／
を
／
踊
る
。 

⑦ 

洋
服
／
を
／
た
ん
す
／
に
／
し
ま
う
。 

⑧ 

毎
日
／
一
冊
／
本
／
を
／
読
む
。 

⑨ 

料
理
／
の
／
仕
方
／
を
／
覚
え
る
。 

⑩ 

い
が
ま
ん
じ
ゅ
う
／
を
／
作
る
。 

言
葉
の
単
位
を
考
え
よ
う 

 

プ
リ
ン
ト
①
‐
２ 

 

年 
 

組 
 

 

番 

名
前
（ 
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で
き
ま
し
た
か
？ 

 

「
ネ
」
や
「
サ
」
で
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
区

切
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

そ
れ
は
、
最
低
限
意
味
が
通
じ
る
と
こ
ろ
で

分
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 
⑧
は
、
「
体
育
の
授
業
」
で
一
つ
の
意
味
の

よ
う
で
す
が
、
「
体
育
の
」
と
「
授
業
で
」

で
分
け
て
も
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
通
じ
ま
す

よ
ね
。
こ
の
よ
う
に
意
味
が
通
じ
る
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
分
け
る
の
が
文
節
で
す
。 

文
節
は
意
味
が
通
じ
る
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
で

し
た
。
単
語
は
さ
ら
に
文
節
を
区
切
り
ま

す
。 

 

①
の
「
友
だ
ち
が
」
は
、
よ
く
見
る
と 

「
友
だ
ち
」
は
そ
れ
だ
け
で
も
意
味
の
あ
る

言
葉
で
す
よ
ね
。
こ
の
よ
う
に
文
節
の
中
で

切
り
離
せ
る
言
葉
が
な
い
か
見
て
い
っ
て

分
け
る
の
が
単
語
で
す
。 

⑩
の
「
い
が
ま
ん
じ
ゅ
う
」
は
「
い
が
ま
ん

じ
ゅ
う
」
で
一
つ
の
食
品
名
な
の
で
分
け
ま

せ
ん
。
「
伊
賀
の
ま
ん
じ
ゅ
う
」
だ
っ
た
ら

「
伊
賀
」「
の
」「
ま
ん
じ
ゅ
う
」
と
な
る
わ

け
で
す
。 


